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町政功労者表彰
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　　　谷口将成さん

沖田昇一さん
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さくら館

経
町
謹

　　　　小丸川清流グループ

、一産業文化祭囲碁大会一、

　ll月10日（日）に行われた囲碁大

会の結果は次のとおりです。

　優勝佐藤勝美さん
　準優勝　竹下忠良さん

　敢闘賞　岩本米利さん

　　さゑコヨほ
丁盗憲
　緩　　　　　」

業文化興　　　　4　　垂
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ベンチ寄贈（林研グループ）
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塾

抽
選
会

　
見
事
、
一
等
の
自
転
車
が
当
っ
た

寺
迫
の
黒
木
さ
ん

景品付もちまき

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光1系⑲3901まで〉
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第20回東郷可産業叉ヒ、、開催
　　　、、塵’

“　　　　　　1と　　11月2日（土）、3日（日）に、平成14年度第20回東郷町産業

＝　・．㌦＝ご．ミ文化祭が道の駅とうこうを会場に開催されました。

っ1’1煮いぎ開灘朧ヒ嘉直観二三歯並黙器．一

　　　　　　　＼、　バザー、歌謡ショーや花火大会に多くの　来場者があり、本町

　　　　　　　　一　の最大イベントとして盛況のうちに幕を閉じま　した。

　　　　　　　20回

臨

0 集

　ご 選一’

町長あいさつ

．か璽し琵呈の轍隈り一
オープニング にこにこ教室 坪谷レクダンス

’r■■lr7

　　山陰保育園

ゴミ分別所

農林産品展

∩竃
　亀回

覧メラルドイリユージョンマジックショー

浜崎奈津子ライブ

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

農
林
産
品
展
の
お
礼

　
農
林
産
品
展
に
は
、
1
1
4
名

の
生
産
者
の
方
か
ら
丹
精
を
込
め

て
作
っ
た
2
8
1
点
も
の
良
質
な

生
産
物
等
を
出
展
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
農

協
の
担
当
者
に
協
力
を
い
た
だ
き

審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。
「
ど
の
品

物
も
甲
乙
付
け
が
た
い
素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
で
す
。
」
と
講
評
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
出
展
さ
れ
た
品
物
で
寄

贈
を
い
た
だ
い
た
野
菜
等
は
販
売

し
、
そ
の
売
上
金
は
全
額
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



　　　　　　　　⑤”搬ど弓ご’り

　
三
枝
さ
ん
は
山
梨
県
出
身
で
、

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
を
卒
業

さ
れ
、
現
在
東
京
都
立
高
校
の

教
諭
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学

時
代
か
ら
、
作
歌
活
動
を
始
め

ら
れ
、
同
人
誌
「
反
措
定
」
、

歌
誌
「
か
り
ん
」
を
経
て
、
　
一

九
九
二
年
に
歌
誌
「
り
と
む
」

を
創
刊
し
ま
し
た
。
今
日
ま
で
に
、

歌
集
「
水
の
覇
権
」
で
現
代
歌

人
協
会
賞
、
歌
集
「
甲
州
百
目
」

で
寺
山
修
司
短
歌
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
枝
さ

ん
は
短
歌
評
論
で
も
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
作
「
農

鳥
」
は
第
八
歌
集
と
な
っ
て
い

ま
す
。
古
里
の
山
の
名
を
歌
集

名
に
し
た
こ
の
作
品
は
、
選
考

委
員
の
方
か
ら
も
高
い
評
価
を

受
け
、
若
山
牧
水
賞
に
ま
た
一

つ
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
授
賞
式
は
来
年
2
月
1
3
日
、

宮
崎
市
の
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
者

記
念
講
演
会
が
、
2
月
1
4
日
（
金
）

に
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

○
受
賞
作
品

ひ
E
口
之
（
さ
い
ぐ
さ
．
た
か
ゆ
き
）
巨
μ
（
呈
」

　
1
1
神
奈
川
県
川
崎
市
・

歌
集
「
農
鳥
（
の
う
と
り
）
」

歌曼

人薯

　蓑

ll曼

禦
1　
　
言

誤

第
七
回
若
山
牧
水
賞
決
定

　
　
　
　
　
主
催
　
若
山
牧
水
賞
運
営
委
員
会

　　

@　

@（
{
崎
県
、
宮
崎
県
教
育
委
員
会
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
、
延
岡
市
、
東
郷
町
で
構
成
）

　
1
1
月
1
6
日
に
行
わ
れ
た
選
考
委
員
会
（
委
員
：
岡
野

弘
彦
氏
、
佐
佐
木
幸
綱
氏
、
馬
場
あ
き
子
氏
、
伊
藤
一

彦
氏
）
の
決
定
を
受
け
、
1
7
日
に
若
山
牧
水
賞
運
営
委

員
長
の
松
形
知
事
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

（
女
子
）

優
勝
　
土
々
呂
中
学
校

2
位
　
東
郷
中
学
校

（
延
岡
市
）

第
4
回
牧
水
杯
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
1
1
月
1
6
日
（
土
）
、
牧
水
公

園
テ
ニ
ス
場
で
第
4
回
牧
水
杯

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
、
三
訂
各
地
か
ら
総

勢
男
女
1
3
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
男
子
）

優
勝
　
坪
谷
中
学
校

2
位
　
東
郷
中
学
校

■響

　
　
　
　
盒

・
巽
登
」
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　第2回若山牧水

　　　　　全国こども短歌まつり

　牧水の生誕地である東郷町で、こどもたちの「豊かな心」

の醸成を図ることと、短歌文学の振興に寄与することを目

的とした「全国こども短歌コンクール」を開催します。

▽と　き　平成14年12月26日（木）

▽ところ　東郷町総合文化センター

　　　　東郷町中央公民館
（第一部）

　　○全国こども短歌コンクール表彰式

（第二部）

　　○舞台芸術鑑賞会

（第三部）

　　○牧水かるた大会

▽お問い合わせ

　東郷町教育委員会　　（電話69－3909）

県
子
連
表
彰
受
賞

　
東
郷
町
子
ど
も
会

　
　
育
成
連
絡
協
議
会

　
永
年
の
取
組
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
に
尽
力
し
子
ど

も
会
の
組
織
強
化
を
図
っ
た
活

動
が
認
め
ら
れ
、
東
郷
町
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
が
県
子

連
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
十
月
二
十
六
日
、

県
立
芸
術
劇
場
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

若
山
牧
水
顕
彰

　
全
国
大
会

　
1
1
月
9
日
（
土
）
、
1
0
日
（
日
）

に
延
岡
市
で
「
若
山
牧
水
顕
彰

全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

9
日
に
は
、
城
山
公
園
で
神
楽

祭
り
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
坪

谷
神
楽
保
存
会
が
参
加
し
て
神

楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

　　　　　　　班離ど弓ご’り④

平成15年4月から障害者福祉サービスが変わります

～支援費制度がスタートします～

▼孫雪　　≡　．

　障害者に対する福祉サービスは、今までは役所が決定していた「措置制度」でしたが、平成15年4月からは利

用者の自己決定を尊重した「支援費制度」となります。これにより、利用者自らがサービスを選択し、契約により

サービスを利用することができます。

　　身体障害者手帳や療育手帳を持っている人ですが、療育手帳を持っていない人や子供さんでもサービスが

　必要と認められた人は利用できます。（その際、手帳を持っていない人は、手帳を持つことを勧められることもあ

　ります。）

＝＝i孟皇　＝　雪＝＝

　サービスを受けるには費用がかかります。利用者または扶養義務者は、サービス利用に要する費用のうち、

負担能力に応じて定められた利用者負担額を事業者に支払います。

▼蔭雪，…’　＝＝ダ

◎． 支援費制度の枠組み

電魂⑦蔦．

ノ
壕

都道府県知事
（指定都市・中核市長）

指定

　ノ

指定事業者・施昌。雲》

　　　　　　　　　　コ　　ぱ　　　　　　　　　　黛　。i

身体障害者 知的障害者 障　害　児

●身体障害者居宅介護 ●知的障害者居宅介護 ●児童居宅介護

居宅支援 （ホームヘルプ等） （ホームヘルプ等） （ホームヘルプ等）

●身体障害者デイサービス ●知的障害者デイサービス ●児童デイサービス
（在宅でのサービス）

●身体障害者短期入所 ●知的障害者短期入所 ●児童短期入所

●知的障害者地域生活援助

施設支援
●身体障害者更生施設 ●知的障害者更生施設

●身体障害者療護施設 ●知的障害者授産施設
（施設入所・通所のサービス）

●身体障害者授産施設 ●知的障害者通勤寮

※東郷町では、平成15年2月から申し込み受付を開始します。

　詳しいことは、役場保健福祉係（電話69－3367）までお問い合わせください。

　★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせくださいく企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　纏8ごり⑥

自
崎
県
教
弓
長
賞
受
賞
4

　
こ
の
程
、
宮
崎
県
立
図
書
館
創

立
1
0
0
周
年
記
念
読
書
感
想
文
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
】
般
の
部
で
、

田
野
の
田
中
英
】
さ
ん
が
見
事
宮

崎
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
本
を
読
む
こ
と
が

好
き
で
、
良
く
さ
く
ら
館
の
図
書

館
を
利
用
さ
れ
て
お
り
、
館
内
に

掲
示
さ
れ
て
い
た
募
集
案
内
で
コ

ン
ク
ー
ル
を
知
り
ま
し
た
。
子
供

た
ち
に
も
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
い
う
気
持
ち
で
応
募
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
本
職
の
手
作
り
パ
ン

を
作
る
合
間
や
少
し
の
空
き
時
間

を
利
用
し
て
本
を
読
み
、
感
想
を

書
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
「
本

を
読
む
の
は
楽
し
い
で
す
よ
」

ダ
σ

轟
と
む
一
．
コ
己
れ
あ
U
価
験
事
業

　　　　艦馳
　　1＼・ぐ竜！

奪鋤

　
1
1
月
1
6
口
（
土
）
と
1
7
日
（
口
）
の
2
口
間
、

観
光
協
会
が
主
催
し
た
森
と
む
ら
ふ
れ

あ
い
体
験
事
業
が
行
わ
れ
、
宮
崎
市
な
ど

か
ら
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
林
業
や
農
業

体
験
に
汗
を
流
し
ま
し
た
．
、
今
年
で
3
回

目
と
な
る
こ
の
事
業
は
、
実
り
の
秋
を
都

市
部
の
方
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
椎
茸
収
穫
や
み
か
ん
狩

り
、
冠
岳
千
年
の
森
公
園
で
の
下
払
い
作

業
な
ど
日
常
で
は
行
え
な
い
貴
重
な
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
夜
に
は
、
ふ
る
さ
と
の

家
の
懇
親
会
、
地
元
秋
祭
り
を
見
学
し
て

地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
将
来
は
、
こ
の
事
業
参
加
者
を
中
心
に

町
内
の
遊
休
地
を
利
用
し
た
農
林
業
オ

ー
ナ
ー
制
を
導
入
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
、

　
ま
ち
と
む
ら
」
の
交
流
促
進
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

第
2
2
回
ス
ポ
ー
当
少
年
団
ハ
郷
地
区
大
（
岩

　
H
月
9
日
（
土
）
、
本
町
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
第
2
2
回
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
入
郷
地
区
の
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
門

川
町
、
東
臼
杵
南
部
の
5
町
村
か
ら

6
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
本
町
か
ら
は

東
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
野
瀬
ス
ポ

｝
ツ
少
年
団
の
2
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
接
戦
の
末
に
、
決
勝
で
門

川
町
の
友
愛
ク
ラ
ブ
を
下
し
た
福
瀬

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
員
2
2
名
）
が

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
6
年
生

が
中
心
の
大
会
の
中
、
福
瀬
か
ら
は

小
学
3
年
生
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て

出
場
し
、
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

客
船
ぱ
し
示
U
コ
く
・
ぴ
U
拾
首
ハ
捲

　
H
月
1
9
日
（
火
）
、
日
向
市
細
島

港
に
客
船
「
ぱ
し
ふ
い
つ
く
・
び

い
な
す
」
　
（
2
6
、
5
1
6
ト
ン
）

が
入
港
し
、
歓
迎
式
典
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
乗
船
者
の
多
く
の
方
が

2
班
に
分
か
れ
、
県
北
各
地
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
本
町
に
も
来
ら
れ

牧
水
生
家
や
記
念
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
乗
船
者
の
ほ
と
ん
ど
が
宮

崎
県
出
身
者
の
方
で
、
今
後
の
本

県
ま
し
て
や
本
町
の
観
光
ピ
ー
ア

ー
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、

ま
た
、
多
く
の
人
に
「
牧
水
の
ふ

る
さ
と
東
郷
町
」
を
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

噌一目柵一一押一掴餅一一四躍一幅
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

噛
四一く

健
康
ま
つ
り
に
招
か
れ
し
歌
手
橋
幸
夫

母
を
看
取
り
し
年
月
を
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

逝
き
し
娘
を
思
へ
ば
胸
痛
む
伊
賀
の
国

眼
見
え
ぬ
と
言
ひ
し
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

戦
い
に
生
き
還
り
き
て
五
十
年

恵
ま
れ
る
世
に
長
く
生
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
浦
薗
男

喜
び
も
悲
し
み
も
二
人
で
分
け
合
ひ
て

残
る
年
月
を
夫
と
生
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

初
孫
の
言
葉
い
く
ら
か
大
人
び
て

日
々
の
語
り
の
た
の
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

拉
致
を
言
ふ
さ
ま
ざ
ま
の
論
あ
り
て

戦
い
の
日
に
触
る
る
少
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
禾
幸
美

蒔
く
時
を
遅
れ
し
庭
の
綿
の
花

夜
露
き
び
し
き
日
々
を
咲
き
つ
ぐ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

亡
き
父
に
生
き
写
し
に
老
い
し
弟
を

ふ
と
思
ふ
夕
暮
れ
寂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

散
る
花
も
月
の
欠
け
ゆ
く
寂
し
さ
も

心
に
思
ふ
な
く
若
き
日
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

手
に
掬
ふ
浜
辺
の
砂
の
光
り
み
て

過
ぎ
た
る
日
々
の
思
ひ
切
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

夫
逝
き
て
三
十
年
を
生
き
延
び
ぬ

喜
寿
を
迎
へ
る
思
ひ
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

一
日
の
介
護
も
な
く
て
妻
逝
き
ぬ

三
年
の
月
日
た
ち
ま
ち
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

部
屋
々
々
に
木
犀
の
花
の
香
満
ち

吾
の
ひ
そ
か
な
奢
り
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

た
だ
一
度
越
へ
し
信
州
の
渋
峠

テ
レ
ビ
に
懐
か
し
十
二
年
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★回報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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今
月
は
福
瀬
の
高
尾
武
久
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

⑭　　
　
　
○
現
況
と

　
　
　
　
　
　
今
後
の
経
営

忍：定農業書農業X薯
　
現
在
は
、
養
豚
で

子
豚
の
生
産
を
中
心

に
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
4
6
年
に

養
蚕
を
初
め
、
4
8
年

か
ら
は
養
豚
も
同
時

に
始
め
ま
し
た
。
6
2

年
か
ら
は
、
養
豚
に

専
念
し
平
成
3
年
か

ら
は
会
社
と
契
約
に

よ
る
子
豚
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
飼
育
技
術
に
磨
き

を
か
け
子
豚
育
成
の
安
定
を
計

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
P

　
今
月
は
、
会
社
と
契
約
生
産

を
実
施
し
て
い
る
高
尾
武
久
さ

ん
を
取
材
訪
問
し
ま
し
た
。

　
武
久
さ
ん
は
、
日
田
尾
地
区

で
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
田
尾
地
域
は
、
農
業
構
造
改

善
事
業
並
び
に
美
々
津
開
パ
事

業
等
で
、
東
郷
町
の
代
表
的
な

養
蚕
団
地
と
し
て
、
　
一
時
期
養

蚕
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
地
区

で
す
。
武
久
さ
ん
も
、
昭
和
4
6

年
か
ら
6
1
年
ま
で
養
蚕
に
取
り

組
ま
れ
、
多
い
時
は
、
掃
立
8
0
箱

ま
ゆ
2
4
0
0
～
2
5
0
0
㎏

の
生
産
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

日
田
尾
地
区
は
、
全
戸
が
養
蚕

農
家
で
当
時
は
、
す
べ
て
の
集

落
の
行
事
等
も
全
員
で
取
組
み

が
で
き
、
　
「
楽
し
い
ま
と
ま
り

の
あ
る
行
事
等
が
出
来
た
」
と

奥
さ
ん
と
笑
顔
で
昔
を
偲
ん
で

話
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
養

蚕
を
や
り
な
が
ら
、
昭
和
4
8
年

よ
り
養
豚
に
も
取
り
組
ま
れ
一

時
期
は
、
繁
殖
豚
5
0
頭
で
肥
育

豚
2
0
0
0
頭
以
上
を
出
荷
す

る
一
貫
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
昭
和
6
3
年
ま
で
）
平
成
3
年

よ
り
会
社
と
契
約
に
よ
る
子
豚

生
産
を
始
め
ら
れ
、
平
成
4
年

か
ら
は
母
豚
1
0
0
頭
以
上
、

子
豚
生
産
2
4
0
0
～
2
5
0

0
頭
（
1
頭
3
5
～
4
0
㎏
）
を
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
豚
の
生

産
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
収

入
も
増
え
る
の
で
、
頑
張
り
慨

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
　
（
現

在
は
年
間
母
豚
1
頭
当
り
2
0
～

21

ｪ
）
養
豚
の
大
変
な
こ
と
は
、

生
き
物
で
あ
り
特
に
お
産
が
伴

う
の
で
、
一
時
も
気
を
抜
く
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
は
、
お

産
も
高
床
式
（
暖
房
入
り
）
で
、

自
然
分
娩
（
豚
自
身
）
で
楽
に

な
っ
た
が
、
病
気
・
事
故
等
で

一
寸
た
り
と
気
を
抜
く
こ
と
は

出
来
な
い
と
の
こ
と
。
　
「
豚
も

毎
日
顔
を
合
せ
て
世
話
を
し
て

い
る
と
顔
を
覚
え
て
く
れ
、
可

愛
い
も
の
で
す
よ
」
と
言
わ
れ

る
須
磨
子
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

　
お
話
し
を
伺
っ
て
い
る
う
ち

に
面
白
い
話
し
を
聴
き
ま
し
た
。

繁
殖
の
た
め
雄
山
7
頭
を
飼
っ
て
、

自
然
交
配
と
人
工
交
配
を
し
て

い
る
が
、
雄
豚
も
雌
豚
を
気
に

入
ら
な
い
と
乗
ら
な
い
し
、
ま

た
雌
豚
も
雄
豚
を
気
に
入
ら
な

い
と
逃
げ
た
り
、
喧
嘩
し
た
り

し
て
乗
せ
な
い
と
言
わ
れ
、
ど

こ
の
世
界
も
同
じ
だ
な
と
感
心

し
て
聴
き
ま
し
た
。
武
久
さ
ん
、

須
磨
子
さ
ん
夫
婦
は
、
話
さ
れ

る
時
い
つ
も
笑
い
声
を
出
し
て

笑
顔
で
対
応
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
笑
い
顔
が
あ
れ
ば
、
夢
で

あ
る
子
供
が
後
を
継
ぎ
、
子
豚

の
好
成
績
が
必
ず
出
て
、
報
わ

れ
る
と
思
い
つ
つ
、
養
豚
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

虐
霜
野
だ
透

　
　
1
1
月
期
子
牛
・
育
成
牛
郡
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
か
ら
6
頭
出
品
し
て
い
ま
す
。

成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

雌
子
牛
の
部

　
鶴
野
内
　
井
脇
　
健

　
　
　
さ
く
ら
ふ
く
号

　
羽
坂
福
永
真
澄

　
　
　
か
つ
ふ
く
3
3
号

　
鶴
野
内
　
原
田
憲
二

　
　
　
　
ひ
で
つ
る
号

去
勢
の
部

　
福
　
瀬

迫
野
内

弐
等
賞

弐
等
賞

参
等
賞

塩
月
秀
幸

　
春
二
号
　
壱
等
賞

黒
木
ク
ニ
カ

黒
木
6
6
号
　
弐
等
賞

団
体
成
績
　
8
位

旧
ル
旧
痂
郡
＋
巾
ロ
0
0
珊
計
△
五

雌
子
牛
の
部

庭
田
　
赤
松
春
義

や
す
よ
し
号
　
弐
等
賞

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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懸口
彪より

●
●

やすらぎ館
869－3367

賢
・

〆
r
．

はしかの予防接種を
　　　　うけましょ・

～1歳のお誕生日のプレゼントに～

」M” ）はしかゼロ作戦（プロジェクトrみやざき

ン、
，、

　宮崎県では、依然として麻しん（はしか）の流行が続いており、平成13年には約900名の

方が罹患し、患者数は全国的にもみても多いようです。麻しん（はしか）は3年ごとに大

流行がみられ、今後、平成16年にも流行が予想されます。本県では、平成16年の大流行を

阻止するために、予防接種の徹底を呼びかけています。

ら〔

　はしかは、人にうつる力がとても強いはしかウィルスでかかります。はしかにかかると、最初38度前

後の熱が3～4日間でた後いったん下がりますが、再び39～40度の高い熱と発疹（赤いぶつぶつ）がで

てきます。時に、肺炎、脳炎などをおこし、死に至ることもあります。予防接種をすれば、はしかにか

かることはほとんどありません。ぜひ、予防接種で抵抗力をつけましょう。

　1歳になったら、公費（無料）で接種できます。生後6ヶ月をすぎるとお母さんから

もらった抵抗力がなくなってくるので、1歳のお誕生日を迎えたら、1日も早く受けま

しょう。

予防接種の副反応は？

　受けてすぐ、また7日目くらいから発熱、発疹のでることがありますが、ふつう1～

2日で治ります。

　　　　’　！

ヲ．ジス

病極
　
融

。
。
。
。
。
。

　
　
㌧

。
。
。

O
　
O

12月地区巡回健康相談12月の行事予定表

期　日　　　場　　　　所　　　受付時間 期　日 会　　　　　場　　　　受付時間

リハビリ教室 大工野集落センターi　9：30～10：00

18日（水）シルバーセンター10：30～10：40
4日（水）

　　　　　　　　　1ﾟ野内コミュニティセンター113：30～14：00

育児サークル（ちびちびCLUB）
　　地6日（金）1 内　　集　　会　　所i9：30～10：00

10日（火） や　す　ら　ぎ　館

謔Q、第3火曜口です

i迫　野　内　公　民　館 13：30～14：0017日（火）（今回は会場の都合で）nOO～’乞00

　　　1P0日（火）凍上コミュニティセンター 9：30～10：00

後期大腸がん内視鏡検診日程表 鹿　　瀬　　集　　会　　所 9：30～10：00

5日（木） や　す　ら　ぎ　館
　9：00～

條ﾔ予約制

13日（金）

八重原高齢者プラザ 13：30～14：00

1歳6か月児、2歳6か月児健診 稲　葉　野　集　会　所 9：30～10：00

16日（火）

田　　野　　公　　民　　館 13：30～14：00

11日（水） や　す　ら　ぎ　館

　2歳6か月児

P3：00～13：30

@1歳6か月児

P4：00～14：30

20日（金）
硯　　野　　集　　会　　所 9：30～10：00

羽坂生活改善センター 13：30～14：00

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
　
　
0
6
9
－
3
1
7
1

12

獅
ﾌ
・
田
な
擶
藝
…

懸
者
が
多
い
場
合
に
は
、
バ
ス
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方

は
1
2
月
1
3
日
ま
で
教
育
委
員
会
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

D
V
D
上
映
会

☆
1
4
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
け
ろ
け
う
け
ろ
っ
ぴ
の

「
空
と
ぶ
ゆ
め
の
船
」

「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」

☆
2
8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
け
ろ
け
う
け
ろ
っ
ぴ
の

【
友
だ
ち
は
魔
法
使
い
↑

「
友
だ
ち
っ
て
い
い
な
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

12

獅
Q
日
・
9
日
・
1
6
日
・
2
3
日
・

29

冝
E
3
0
日
・
3
1
日

お
知
ら
ぜ

宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
「
文
楽
」

公
演
無
料
送
迎
バ
ス
ツ
ア
ー

と
　
き
　
平
成
1
5
年
3
月
8
日

　
　
　
　
午
後
2
時
開
演

と
こ
ろ
　
県
立
芸
術
劇
場

料
金
S
席
3
0
0
0
円

　
　
　
　
A
席
　
2
0
0
0
円

　
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
で
は
、
劇
場

に
来
る
機
会
の
少
な
い
県
民
を
対
象

に
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
演
目
は
、
文
楽
「
摂

州
合
邦
辻
、
戻
り
橋
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
内
で
参
加
者
を
募
り
参
加
希

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

「
宮
崎
交
響
楽
団
」
演
奏
会

と
　
き
　
平
成
1
5
年
2
月
8
日

　
　
　
　
午
後
6
時
3
0
分
開
演

と
こ
ろ
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

詳
し
く
は
、
町
報
1
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
般
図
書

F

　　　　　　　じ0纏8こハり

・
中
央
構
造
帯
　
　
　
　
内
田
康
夫

　
「
全
員
、
名
誉
あ
る
自
決
。
立
派

な
ご
最
期
で
あ
り
ま
し
た
」
エ
リ
ー

ト
銀
行
マ
ン
を
次
々
と
襲
う
不
審
死
。

「
平
押
門
の
呪
い
」
を
追
っ
て
、
浅
見

光
彦
は
日
本
を
貫
く
構
造
線
を
抜

け
る
。
書
下
ろ
し
長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
。

・
黒
焦
げ
美
人
　
岩
井
志
麻
子

　
妾
稼
業
の
美
し
い
姉
の
家
に
は
、
岡

山
で
は
稀
な
遊
び
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
来
る
。
で
も
或
る
日
、
姉
は
殺
さ
れ

た
。
そ
れ
も
全
身
を
黒
焦
げ
に
焼
か

れ
て
：
・
。
大
正
初
年
に
実
際
に
起
こ
．

つ
た
猟
奇
殺
人
事
件
が
、
今
蘇
る
。

・
硯
き
小
平
次
　
　
　
　
京
極
夏
彦

　
幽
霊
芝
居
が
上
手
か
っ
た
と
評
判

だ
っ
た
江
戸
の
役
者
・
子
平
次
と
は

ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
怪

死
し
た
と
い
う
子
平
次
の
噂
を
し
て

い
る
と
、
子
平
次
が
出
て
く
る
　
。

江
戸
の
闇
に
罹
る
男
、
隙
間
か
ら
覗

く
眼
。
書
き
下
ろ
し
「
京
極
怪
談
」
。

・
剣
鬼
宮
本
武
蔵
　
　
　
早
乙
女
貢

　
生
涯
不
敗
の
剣
聖
宮
本
武
蔵
。
新

当
流
の
有
馬
喜
兵
衛
、
南
流
の
吉
岡

兄
弟
と
の
決
闘
…
。
凄
絶
な
剣
の
世
界

に
生
き
た
若
き
日
の
武
蔵
を
描
く
。
新

た
な
武
蔵
像
を
活
写
す
る
長
編
小
説
。

・
美
し
い
日
本
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
富
枝

　
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
時
間
、
懐
か

し
い
日
本
の
暮
ら
し
を
憶
え
て
い
ま

す
か
。
春
を
迎
え
る
準
備
、
花
見
の

心
得
、
更
衣
の
こ
と
、
涼
の
と
り
か

た
…
。
本
物
の
豊
か
さ
、
「
和
」
の
心
を
、

見
つ
め
直
す
随
筆
集
。

そ
の
他

・
Q
＆
A
市
町
村
合
併
ハ
ン
ド
ブ

　
ツ
ク

・
手
編
み
大
好
き
！

　
1
↓
枚
編
ん
だ
ら
、
や
め
ら
れ
な
い
一

・
娘
の
離
婚
　
　
　
　
川
島
英
夫

・
青
空
チ
ェ
リ
ー
　
　
豊
島
ミ
ホ

．
虚
飾
の
罠
（
ピ
k
コ
。
＜
o
一
も
・
）

　
　
　
1
ろ
く
で
な
し
烈
火
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
山
義
慶

・
海
霧
　
上
　
下
　
　
原
田
康
子

・
ぶ
っ
か
け
め
し
の
午
椎
名
　
誠

・
黄
昏
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
友
視

：
1
め
え
～
る
　
　
　
　
田
辺
聖
子

・
竜
と
わ
れ
ら
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
端
裕
人

・
小
さ
き
者
へ
　
　
　
重
松
　
清

・
密
命
　
　
　
　
　
　
高
橋
義
夫

・
家
庭
の
医
学

　
　
　
　
　
　
　
レ
ベ
ッ
カ
・
ブ
ラ
ウ
ン

・
里
…
い
瞳
　
　
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ゴ
ダ
ー
ロ
ワ

・
光
さ
が
し
て
　
　
　
三
崎
　
綾

・
今
日
か
ら
や
さ
し
い
お
母
さ
ん

　
心
に
ひ
び
く
子
育
て
の
こ
と
ば
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
信
義

・
節
約
筋
を
鍛
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
も
り
や
や
す
ひ
ろ

・
高
野
優
の
ス
パ
ー
ク
育
児
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
優

・
十
津
川
警
部
「
初
恋
」

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
い
の
ち
、
生
き
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
原
重
明

・
狐
釣
り
（
信
太
郎
人
情
始
末
帖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
章
子

・
獄
門
首
　
　
　
　
　
半
村
　
良

・
鬼
女
の
花
摘
み
一
御
宿
か
わ
せ
み
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岩
弓
枝

児
童
図
書

・
ひ
み
つ
の
や
く
そ
く

　
　
　
　
　
　
古
田
　
足
日
　
作

　
　
　
　
　
　
遠
藤
て
る
よ
　
絵

　
ひ
で
や
は
遠
足
で
も
み
じ
山
に
行

き
ま
し
た
。
山
道
で
足
を
滑
ら
せ
た

時
に
助
け
て
く
れ
た
の
は
、
人
間
を
こ

わ
が
っ
て
い
る
鬼
の
子
ど
も
た
ち
で
し

た
！
ベ
テ
ラ
ン
コ
ン
ビ
に
よ
る
、
味
わ

い
深
い
童
話
。
（
小
学
校
初
学
年
向
き
）

・
ア
ン
ブ
ラ
と
4
人
置
王
子

　
　
　
　
　
　
ア
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
作

　
　
　
　
　
　
　
金
原
瑞
人
　
訳

　
若
く
し
て
国
を
治
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
ア
ン
ブ
ラ
姫
は
、
隣
の
国
の
4
人

の
王
子
に
影
響
さ
れ
て
、
立
派
な
国
を

つ
く
る
こ
と
に
熱
中
す
る
。
そ
ん
な
ア

ン
ブ
ラ
姫
が
自
分
の
幸
せ
を
見
つ
け
る

ま
で
の
物
語
。
（
小
学
校
上
学
年
向
き
）

そ
の
他

・
シ
ェ
ー
ラ
ひ
め
の
ぼ
う
け
ん

　
海
の
王
冠
　
　
　
　
山
村
草
紀

・
シ
ェ
ー
ラ
ひ
め
の
ぼ
う
け
ん

ガ
ラ
ス
の
子
馬
　
　
　
山
村
草
紀

・
シ
ェ
ー
ラ
ひ
め
の
ぼ
う
け
ん

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
草
紀

・
ぬ
い
ぐ
る
み
団
オ
ド
キ
ン
ズ

　
　
　
　
　
デ
ィ
ー
ン
・
r
・
ク
ー
ン
ツ

・
モ
リ
ー
・
ム
ー
ン
の
世
界
で

い
ち
ば
ん
フ
シ
ギ
ナ
物
語

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ビ
ン
グ

え
ほ
ん

・
い
ぬ
と
ね
こ
の
お
ん
が
え
し

　
　
　
　
　
　
　
太
田
大
八
　
絵

　
毎
日
仏
像
に
手
を
合
わ
せ
る
、
大
金

持
ち
の
長
者
さ
ん
。
で
も
、
あ
る
晩
仏

像
が
盗
ま
れ
た
！
い
ぬ
と
ね
こ
は
長
者

さ
ん
の
た
め
、
野
越
え
山
越
え
仏
像
探

し
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
（
幼
児
向
き
）

・
ぼ
う
や
、
お
く
ち
を
あ
け
て

　
　
　
　
　
ア
ニ
タ
・
ジ
エ
ラ
ー
ム
　
絵

　
　
　
　
　
エ
イ
ミ
ー
・
ヘ
ス
ト
文

　
さ
む
い
夜
の
こ
と
。
く
ま
の
ぼ
う

や
は
コ
ホ
ン
と
せ
き
を
し
ま
し
た
。

か
あ
さ
ん
ぐ
ま
は
せ
き
ど
め
を
の
ま

せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
ぼ
う
や
は
の

み
ま
せ
ん
。
か
あ
さ
ん
は
考
え
て
：
・
。

さ
て
、
か
あ
さ
ん
ぐ
ま
は
、
ど
う
や

っ
て
ぼ
う
や
を
治
し
て
あ
げ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
（
幼
児
向
き
）

そ
の
他

・
月
夜
の
バ
ス
　
　
　
　
黒
井
　
健

・
え
ぞ
り
す
の
あ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
手
島
圭
三
郎

・
は
じ
め
て
の
ず
か
ん
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
ろ
た
く

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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　　　　　　　⑰鵜8ご’り

住宅金融公庫が個人向け
　　　融資の受付を開始します
．○受付期間　平成14年12月24日（火）まで

．○融資金利　2．45％

iO受付場所　住宅建設、購入場所近くの「住
…　　　　　宅金融公庫業務取引店」と表
：　　　　　示のされた金融機関

※お問い合わせば　住宅金融公庫南九州支

　　　　　　　店まで
　　　　　　　電話096（387）2000

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

　
高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な

ど
の
入
学
者
や
在
学
者
は
、
国

民
生
活
金
融
公
庫
「
教
育
ロ
ー
ン
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
（
合

格
発
表
前
）
お
申
し
込
み
で
き

ま
す
。
　
（
郵
送
可
）

○
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人

　
あ
た
り
2
0
0
万
円
以
内

○
利
率
　
年
1
・
6
％
（
但
し
、

　
平
成
1
4
年
1
1
月
1
1
日
現
在
）

○
融
資
期
間
　
1
0
年
以
内
（
在

　
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置
が

可
能
）

○
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等

　
法
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
延
岡
支

　
店
ま
で

　
電
話
0
9
8
2
（
3
3
）
6
3
1
1

年
末
　
1
2
月
3
1
日
（
火
）

年
始
　
1
月
1
日
（
水
）
～
5
日
（
日
）

ご
み
収
集
年
末
年
始

休
　
業
　
期
　
間

12

獅
P
5
日
（
第
3
日
曜
日
）

　
　
2
9
日
（
第
5
日
曜
日
）

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
（
羽

坂
）
の
開
放
日

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
司
法
委
員
は
、
簡
易
裁
判
所
の

民
事
訴
訟
手
続
き
に
立
ち
合
い
、

裁
判
所
に
意
見
を
述
べ
た
り
、
和

解
の
た
め
の
話
し
合
い
を
助
け
た

り
す
る
人
で
、
そ
れ
ら
を
担
当
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
良
識
や
経
験
を

備
え
た
一
般
市
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
特
に
身

近
な
裁
判
所
で
あ
る
簡
易
裁
判
所

で
は
、
司
法
委
員
が
活
躍
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
般
市
民
の
豊
富
な

経
験
や
健
全
な
良
識
が
紛
争
の
解

決
に
活
か
さ
れ
、
よ
り
社
会
常
識

に
か
な
う
裁
判
が
実
現
さ
れ
、
利

用
者
で
あ
る
当
事
者
に
と
っ
て
納

得
の
い
く
解
決
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

司
法
委
員
制
度

　
東
京
都
及
び
そ
の
周
辺
に
所
在

す
る
大
学
、
短
期
大
学
及
び
修
業

2
年
以
上
の
専
修
学
校
専
門
課
程

に
入
学
予
定
の
男
子
生
徒
で
入
寮

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
　
　
象
　
保
護
者
が
県
内
に

　
　
　
　
　
　
居
住
し
て
い
る
者

○
募
集
人
員
　
5
0
名
程
度

○
入
寮
期
間
　
平
成
1
5
年
4
月
1

　
　
　
　
　
　
日
～
平
成
1
7
年
3

　
　
　
　
　
　
月
3
1
日

○
募
集
期
間
　
平
成
1
4
年
1
2
月
1
3

　
　
　
　
　
　
日
（
金
）

※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
県
庁
総
務
部
管
財
課
ま
で

　
電
話
0
9
8
5
（
2
6
）
7
2
9
0

　
役
場
農
政
課
か
ら
第
2
0
回
東

郷
町
産
業
文
化
祭
農
林
産
品
展

で
の
売
上
金
を
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

般

寄

付

平
成
1
5
年
度
宮
崎
県

東
京
学
生
寮
入
寮
者
募
集

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
H
月
1
0
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
寸
寸
の
橋
口
敏
さ
ん
か
ら

（
マ
ツ
子
さ
ん
8
7
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
三
浦
秀
文
さ
ん
か
ら

（
ヤ
ス
さ
ん
9
0
歳
逝
去
）

編
集
後
記

　
い
．
よ
い
よ
2
0
0
2
三
も
望
走
を
迎
え

ま
し
た
。
天
駆
引
や
薪
乞
を
迎
え
る
准
｝
鷹

な
ど
で
、
『
し
く
〔
這
ぎ
て
い
く
こ
と
で
し

四
つ
．
．
遊
民
は
t
に
と
っ
て
も
＝
＝
ま
ぐ
る

し
く
遣
ぎ
た
一
三
で
、
い
ろ
．
い
う
な
こ
と

が
憂
近
で
と
こ
ツ
、
と
て
も
≡
謡
い
＝
に
旧

る
　
三
で
し
た
．
、
｝
　
＝
さ
ん
こ
と
っ
て
芯
、
ど

ん
な
2
0
0
2
三
だ
っ
た
で
し
≦
つ
か
？

で
は
、
＝
ん
気
＝
弄
∈
を
お
乏
え
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
M
・
、
T
〕

　　　　　　譜

に上ら三方灯意

犬切に墜驚揮鰯罰馨f

　　　　　あなたのからだ

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
名
　
年
齢

井
本
武
義
8
0
歳

神
部
ミ
ツ
ル
8
1
歳

橋
ロ
マ
ツ
子
8
7
歳

川
越
マ
ツ
ノ

三
浦
ヤ
ス

88

ﾎ

90

ﾎ

住
所

羽
妬

西
郷
紺

仲
犀

福
噸

馴．

　（財）労災年金福祉協会では、厚生労

働省の委託を受けて仕事の疲れやストレ

スからくる過労死や精神障害、労災補償

など無料相談を実施しております。（相談

無料・秘密厳守）

【お問い合わせ】

（財）労災年金福祉協会　宮崎労災年金

相談所

　宮崎市広島2丁目10－20

　電話0985（25）0022

出
生

お
め
で
と
う

（
1
0
月
届
出
分
）

一

●

－
今
月
の
納
税
等
一

固
定
資
産
税
3
期

国
民
健
康
保
険
税
　
7
期

介
護
保
険
料
6
期
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蹴彰シと見計囚

「ハロウィーン」って、何ですか！？

　10月3／ヨに、寺迫幼稚園でハロウィーン・パ　テイを
行いましたので、ハロウィーンについて説日月をしたいと思い
ます。

語源：Habween＝Hal　ow（神聖な）＋Een〔E＞ening〕（夜：：

　　　　　コ耀ど弓ごり⑩

で1＼脇骨罵譜啓買置ll賠原ii醒
カボチャをくり抜き．目鼻口死つけた湿灯を飾り、夜には…呈　、／ン、．ペー，1－2ミ／ラ護蓑した♂．≒濫蛙売

物などに仮装した子供たちが　　　　　　　　　　　　　　　　　：いたずらかお　　　　　　　　　　　trick　Or　treat

菓子か）一と近肝をコり画一を貰ったりします。ハロウ／一ンは一門　ル・ハローズ・イーブ1（Al　Ha　Owls

Eve）ともいいます。

　※万聖節（All　Saints’Day）：キリスト教で毎年11月llヨにあらゆる聖人を記念するス兄日です。

　※古代ケルト起源：古代ケルト暦では10月31Eが1年の纏わりの日でした。新生と冬を迎える祭

　　りで、夜には死者の霊が家に帰るといわれています。
　イギリスでは、ハロウィーンより11月5E］のガイ・フォークス・ナイトIGuy　Fawkes

　　　　　　　　　　Night：の方が盛んです。こちらにハロウィ　ンが吸収されたといえ
　　　　　　　　　ます。

　う

写

一亡づっ．．げ　ミ／うつ三7ミ妻く乏」3言一

　ガイ・フ万一クス・ナイト（Guy　Fawkes　Nrght）：イギ
リスの熱烈なカトリック信者であったガイ・フτ一クスは／605庄匡会壽
事堂の地下室に火薬を仕掛けて三王ジェームズ／世の暗殺を企てたが、直苛
に発覚し処刑されました。カトリック側のこの套譲を怒った壽会は翌「60
6年一神の助けと法王への軽しみを忘れぬために一この日を記念日に定めま
した。この火薬陰謀事件（GunpOwder　P10t）の記念日（Guy

　Fawkes　Day）である毎年／／月5日には、子供たちは町の通り
にガイ・フォークスに見立てたぼろ人形を作って置き、入人が歩いてくると
一ガイのために1ペニーのお恵みを．　〔A　Penny　fOr　the

Guy）とねだったりします。

　そして最後にはこの人形に火をつけて焼き捨てる。当日は「ボンファイヤ
ーの夜一　（BOnfire　Night：といわれ、茂火を上げたり、ス重い

の大かがり火をたいて祭りを終えます。

●（曜筆画野晒9●

難，．1

売上げ高の
○○％が
あなたの口座
に振り込まれ
ます

45万円の保証金を払って5000枚のチラシを配った

5圭文二し、っ｛まし、

あるといいな。

Oo
《
田

チ■口』

ク

会肋ら5
何の連言も
ないな。

どうしたの
だろう。

℃

　「簡単な仕事で高収入が得られる」　「仕事を紹介する」との新聞の折り

込み広告やチラシ、雑誌広告につられて、「登録料」を前払いして申し込
んでも、実際は仕事を紹介してもらえなかったり、教材やパソコンなどの
機器を購入しないと仕事ができない場合が多く、たとえ仕事をしてもなか
なか収入には結びつきません。

内職したい時は、公的機関の窓口に相談しましょう。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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寺迫　山ノロの
　　　　　しゅん
黒木　駿くん（4歳）

父　聖さん

母　加代子さん

○好きな食べ物は何で
　すか？

　ぶどう
○好きな遊びは何ですか？

　野あそび
○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　野球選手

レ
「
の
ぼ
り
ぼ
う
に
の
ぼ
っ
た
よ
一
・
」

寺迫　山ノロの

　　　　あおい
橋口　葵さん（4歳）

父　貴志さん

母　ユミさん

○好きな食べ物は何ですか？

　すいか

○好きな遊びは何で

　すか？

　ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

’

謂一「　　一　一
≡　一

ゴ

，
三
三
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声甕7：’

　　　　顕魅

　　　　　　　　　適
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婿欝

監饗！曇滋
▲「ダンスじょうずでしょH」
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河川浄化にもって

　　　　コ～イ1！

　田野地区を流れる椎谷川

で自然のコイに餌付けをし

て、河川浄化を呼びかけて

います。椎谷川には土砂が

堆積し、葦がはびこるなど

河川環境の破壊が懸念され

てきています。1「河川を浄

化しよう」という気持ちが

コイを育てるのです。自然

のためにみなさんも身近に

できることからやってみて

はいかがでしょうか？

　表
　多氏

　牧
　水
　の
都う

崎
畷

山
ね
む
る
山
の
ふ
も
と
に
海
ね
む
る

か
な
長
き
春
の
国
を
旅
ゆ
く
（
別
離
）

　
牧
水
の
風
景
・
塩
月
眞
著
に
「
牧
水
は
園
田
小
枝
子
、
赤
坂

庸
三
と
共
に
房
総
半
島
の
南
端
近
く
の
千
葉
県
安
房
郡
白
浜
町

の
根
本
海
岸
の
家
で
明
治
四
十
年
の
暮
れ
か
ら
四
十
一
年
新
春

に
か
け
て
十
日
余
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。
」
と
あ
る
が
、

こ
の
時
に
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
歌
を
大
悟
法
利
雄
氏
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
実
際
は
真
冬
だ
が
、
暖
か
い
外
房
州
の
海
岸
は
も
う
菜
の
花

が
咲
き
す
っ
か
り
春
の
眺
め
だ
っ
た
。
　
「
山
眠
る
」
は
俳
句
の

季
語
で
は
冬
で
、
冬
の
山
が
生
彩
を
失
な
っ
て
深
く
眠
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
を
い
う
が
、
牧
水
は
季
語
な
ど
に
は
囚
わ

れ
ず
、
自
分
の
直
観
を
大
切
に
し
て
見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま
に

正
直
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
　
「
山
ね
む
る
」
は
こ
こ
で
は
春
の

山
が
う
す
霞
ん
で
い
か
に
も
和
や
か
に
静
か
に
見
え
る
状
態
と

解
す
べ
き
で
あ
り
、
　
「
海
ね
む
る
」
も
冬
の
よ
う
な
厳
し
い
色

で
な
く
、
穏
や
か
に
と
ろ
ん
で
見
え
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
「
山
ね
む
る
山
の
ふ
も
と
に
海
ね
む
る
」
は
な

ん
と
い
う
美
し
い
調
べ
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
か
な
し
き
春
の
国
を

旅
ゆ
く
」
は
、
こ
れ
は
初
め
て
恋
人
と
共
に
自
由
な
世
界
に
解

放
さ
れ
た
若
い
牧
水
の
凱
歌
と
も
言
う
べ
き
感
激
の
叫
び
だ
が
、

「
山
ね
む
る
山
の
ふ
も
と
に
海
ね
む
る
」
と
続
け
て
読
む
と
、

匂
う
ば
か
り
の
青
春
の
息
吹
と
な

っ
て
来
る
。
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